
NCフ ライス盤による多次元曲面の加工と

技術教育への応用

1.緒  言

本学の工作技術センター (以下,セ ンターと

称する)に NCフ ライス盤が平成 6年 9月 に設

置されたので,セ ンターの紹介とNCフ ライス
盤の機能,利用,応用例について触れ,技術教

育の応用へと発展せしめ,セ ンターの技術レベ

ルアップを目指しつつ,「良き技術は良き人格か

ら生まれる」の本学建学の精神を改めて考える

ものである。

従来,Educaionを「教育」と訳しているが,
その語源はラテン語のeducare(エ デュカーレ,

ひきだす)であり,ま さに,教育の根本をつい

た言葉である。
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教育のねらいは,知識を注ぎこむということ
ではなく,学生一人一人の能力をひきだし,智
力,創造への意欲を育てることであろう。
先ず,最近よく言われている高等教育の大衆
化問題

1)に注目してみよう。

厚生省「日本の将来推計人口」(1992年 9月 )

によると,わが国総人口は,約 12,400万人であ

り,内 18歳人口は2009年には 120.4万人にま
で減少する。このため,も し大学定員を94年入

学者実績 (四年大 561万人,短大等 25.6万人)
のまま据え置 くとすれば,2009年 の対 18歳人

口大学進学率は両者合わせて 68%に達する。
わが国の高校進学率が 50%を超したのは,昭

和 29年 (1954年)であったから,今日の大学進
学率でさえ,すでに新制高校発足時 (昭和 23年 )

の高校進学率の水準に達している。予想される

2010年の四年大進学率 46%(対 18歳人口)は ,
まさに昭和 26年当時の高校進学率に近い。この
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Abstract

On Sept 12, 1994, NC milling machine 、、アas set up at the Technical Center, HachinOhe

lnstitute of Technolgy  Finishing 20th anniversary,、 、アith the streaHュ of education and technical

progress,都/e must understand the actual condition of the center and grope for courses to the

future
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